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・表紙「カワセミ」 

どこのビオトープにも来てほしい鳥ですね。清流に住む鳥として、

環境のバロメーターになっており、旭川市の石狩川で、カワセミが

巣穴を掘り進むために入り口の穴をあけた護岸ブロックが設置さ

れ、効果がありました。 

・裏表紙「ミズバショウ」 

「夏の思い出」の歌で知られ、山地帯から亜高山帯の湿原や林下

の湿地に分布し、冷涼で清らかな印象ですが、アルカロイドを含

み、食べると吐き気や脈拍の低下を引き起こします。 

撮影：内海千樫氏 
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